







渡邉叶子 1)、松井由美子 2)、坪川麻樹子 2) 
1)  新潟医療福祉大学 看護学科 4 年生 















研究期間：平成 28 年 1 月 25 日～29 日（5 日間） 
研究対象：小児看護学実習で受持った 5 歳児 A さん 
研究方法：実習で実施した食育に関して A さんと家族の
反応を記述し、その効果と改善点について文献をもとに発












＜A さん、5 歳、女児、川崎病＞ 







食事：病院食は 1～3 割程度の摂取、好き嫌いが多い 
   野菜はよく残し、唐揚げやお菓子、果物が好物 
2） 食育の実際 
 時間：平成 28 年 1 月 29 日（実習 5 日目）11 時から 
 場所：A さんのベッド上（大部屋だが患児一人のみ） 
 内容：患児の状態は安定していることを確認し、バイ 
タルサイン測定の後、患児と母親に了承を得て実施し 




































































なっており、平成 26 年度から 3 ヵ年間進められている。 
本研究事業の対象とした佐渡市相川地区稲鯨集落は、人
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